
1 .問題

v.研究報 告

大学新入生における適応状況と漉応過程〈註〉

一一昭和52年度入学者に対する追跡的研究一一

弘前大学豊嶋秋彦* 清俊夫 料 芳野晴男*料

というトピックのもと託、託業、の縄支援時点を選定し、そこ

号、あるいは、神経症・ student apathyといった人格非瀧応乃五は病瀧学的問題を握う

学生や、留年・退学といった「大学にとっての社会問題jを構成する大学非適応学生記どについて、

その適応、状況・ nnqrmal"-群との心理学的差異を求める、等の方法によって、従来、多くの諌査請

究が報告されてきている〈遠藤、 1970、組λ我々は、かかる方法に、大学生揺拡おける epoch

makingな時点を結んで追跡的に実施する事、大学生をとりまく環境体制と学生との間の「機能的

な適応・非溜芯J (清、 1978)の状況をまず明らかIこする事、というニつの条件官加えるならば、

「大学生の遺志Jをより十分に把握できることになるだけでなく、ひいては、大学への社会化とそ

れ安媒介とする成人期社会体系への社会化を解明する基礎資料を提供する事になるととも応、実践

的に、学生相談を始めとする学生わ指導教育の手掛りとしても活用で、きる帯広なると考えるo かか
(2) 

る賞、図から我々は、入学から 1年次終了に至る 1年聞に焦点をあて、昭和52年以来弘前大学の 1年

次学生省r対象に追跡調査を継続してきた。

その際我々は「適応過程」を、 一過的・部分的な欲求の(非〉光足過穂宏指す概念 (Shaffeめ

としてではなく、環境一人格問における一過的・部分的な機能関濃の麓盤的膝関の所産として、環

境・人格の双方又は一方の system全体に及ぶ totalな〈非〉適応が準備・形成されるに翠るまでの

渦穂と、かかる tota1なぐ非〉適応の程度・焦点領域の幅が時期的に変容してしぺ過程として考え

る。かかる rtotalな適応、jの指標は何にとることができるだろうか。機能的水準で瀦応を抱える

場合物論環境1人格のニ方向性の機能関連を問題とできるが、学生ゎ totalな大学選誌のj検討の要

部ち、大学組織広おける錨僅・規範鉢系の中で何がforma1でpivotalか、の確定はそれ

きな研究錬題で、あるく江東、 Schein)から、ここで誌と号事えず、大学の tota1
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してその指諜を先ず明らかにしておきたし、。

入学合契機として学生は大学とし、う行動領域や学生としづ役割楳念をひとつの軸に、 「人生指針

・生き方Jとの関連において、生活空間を講造化していくこと拡なるが、その際、彼等にとっての

環境体制、即ち、大学を軸とする客観的行動空間と主観的生活空間との接点記展開し、主・客を媒

介するものとして、 「大学〈学生〉生活」安定泣できょう O 従って、学生の適応を問題にする擦、

大学生活における totalで総括的な遺応〈感(総括的適応感、 summarizedadjustment feeling， 

以下SA)を大学の totalな人格〈非〉適応の指壌と考えることができるo それ故我々はSAを把

えるとともに、大学内の forma1、 informalな局面や、家族・友人・下宿といった大学外の生活領

域など、大学〈学生〕生活の構成要素たりうる中層的水準(安培〉の鰭領域に対する学生の関わり

・評価を、過去・現在・未来、即ち過去の学生生活に対する回額約評価・現症への評箱、将来の就

まで及ぶ将来操望~予期的評価、とし、う生活空間の主つの時間次元について明らかにし、それ

とSAとの関連性を明らかにしてし、かねばならない。

以上の視点から本穣は、特に昭和52年度入学者の 1年聞の大学生活に焦点を島て、まず大学生活

の諸側面・諸領域に対する学生の関わりを全手本的状況として記述し、次にSAの主観的規定盟を大

数的に検討し、更に、 SAを合む名額域毎の遊誌の全体的構造、却も漉J;t，講造を求めながら、新入

生の 1年間の標準的な適応過程拡関する概括的考察を加えようとするものであるo

][.方法・手続

昭和52年度入学者 (951名〉のうち、離い学部指定制をとって遺6講開講した教義課捜の心理学を受講し

た学生に対して、 4}j、 52年度授業第 1;I麗〈以下 f第1田忠、 7月、獲期休暇藍欝の週 (r第2問J)、1--

2丹、 52年捷授業の最終週 (r第3沼J)の三屈にわたって、講義時鵠の 1部を割し、て、追誌の目的から記:s

3えの質時紙を配布記入させ、その場で賠;反した。所属氏名が無記入の者も若干いるが、分析対象に含める。

各翻の脊効自答数は喪 1の通り。祖し第3@]球部合で理学部クラスには突詣できなかっだ。

表1.分析対象者 Mは入学者に対する百分比
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質問項醤のうち、 SAは「入学後これまでの学生生活はうまくし、っていますかJに対する「非常にうまく

いっているJ--r非常にうまくいっていなしづの五段階評定尺肢をその灘度とした。主要な質問項笥は付‘

資料 1--事の通りだが、その諜、第 1@]は、大学生活の未分佑性という時期的特質を考慮し、高校時代~進

学期への回額約許備と教養部生活への予期的評価(農望〉を中心に、第2認は、入学から7月まで、の学生生

活への総括的評範と以後の教養部生活への展望を中心に、第3回は、 1年間の総括と、第2年次への媒望を
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中心に央々索開彊自を作成した。田容は、五段階評定、一肢~多肢滋択、自虫記述のいずれかによる。五段

階尺度としては、 「非常民常定的」から「非常に否定的Jまでの五許諾合費問に応じて付した。厳密には一

次元的といえない評語も含むが、 『非嘗に脅定的』に l点、 f雪定的』に 2点、 fどちらともいえなしゴに

3点、 『否定的j託 4点、 『非常に否定的j~::::. 5点を夫々与え、便宜的に間縮尺震として取扱う。自詣記鴻

は、学生の生活空間がどのように分化・焦点づけられているかを知るために謀用したが、今回は、学生個々

ってではなく、我々の分類枠鑑に葱きカテゴライ 3ぐして大数的此処理するので、逝然、今自

の資料は学生の生活空間それ自体を知る麗接的手掛りたりえない。

以下、①全体的状況として、主要項設への対象者全体の領向を述べ、次位、 @SAの規定因を、五段階尺

度得点間の糧関の分析及び、総括的適応群~非適定、群関の比較とによって検討し、③五段端尺震についての

セントロイド法、バリマックス部転による因子分析から適応、構造を担えたし、。さらに、合適応過程は、第 1

--3盟の比較から検討してし、く。

〈なお計算の 1部は、本学理学部計簿センターの OKITAC50/40によった〉

E 結果・ヨ診察

1 入学亘後帯状況一一第 1臨調査より

くi) 全体的状況〈資料 i委主照〉

過去の諸側龍一高校~進学期高校生活は明確に余絡があり、満足だったとする者が過半数だ

が、否定的な者も央々23%・30%いるo クラス・クラブ活動や学撲に最も自我関与しているが、そ

れらを「やりたかったが、ゃれなかったjとする者も多し、受験勉強はむしろやちたくないがやら

ざるをえない活動とし寸意味が強1.'(20%)。しかし、学業は、やりたくない活動としても第 1績位

(36%)を占め、授〈学〉業が生活の軸であると共応、その機能は比較的多様に分化している事が

わかる。大学進学の明確な語的ありとする者は70%、進学芸き壌としては職業・資格裂が過半数、次

弘、学問専門志舟裂が来るく24%)。この 2動機は、そのまま学部・学科の当初志、識にとって主動

機となるく2動機許で、 72、84%)。当初志望大学は、大学の社会的水準を考慮して、器立 1期が過

半数。弘前大学は11%にすぎなし、。学部・学科については、現住の所属が当初芝、望と一散する者、

しない者が約半数ずつある。弘前大学を受験し入学したのは、自分の学力(75%)、家に近い等の家

臆的条件 (36%)と職業 (30%)を考慮した事による。

これらから、クラス・クラブ活動や授業そのものに自我鵠与する事で際我均欝を保ちながら、

語「受験体制Jに稽識的に適応し、将来の職業を見込み、専門分野への関心を軸に、学力家語的条

件を考捜して当初志望とはかなり異なる大学・学部科〈以下、 に入学したものの、高校生

活はさほど緊迫的でも不満足なものでもなかった、と考える新入生が多いことになる。

現高:こうして入学した所属枠の全てに対して、 20%強は不満足感~転学(部・科〉志向をもっ。

不満の理患は多様だが、理岳の記入者中40%が当初志、望からの leveldownに言及し、 26%が大学

・興|背が予期応茨し劣悪と訴えており、大学についての当初志望や操翠と現実との間の gap

に起因するものが%を占めることになるa

S Aでは、避応群 (1""'"2点、以下A群)47克、中間群 (3点、 B)30%、非灘TC;群 (4""'"5点、
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C) 23%に分かれる。非適応感の理由は、生活リズムの変調 (57%)、大学外生活領域への不溝や，

そこでの非適応感(18%)等が多く、受験生から大学生への移行広伴い生活空間・生活体?裂の変容

を迫られながら、その再体制化の閤難による押灘応者が多い事を示す。

とし、つ未来の諸側面:今後の教聾部生活での自我関与的活動としては、学業、単位取得~進設、

グラブ・交友・遊びといった informalな活た制度的活動をあげるものが渦半数 (54%)を占め、

動は少な弘、。反面、面白さとる、う詣で授業広明確広期待する者 (23%)も少なし、それに対してグ

ラプ・交友には積極的な態度が顕著である。 今後の大学生活における非適応を予想する者は 7%に

過ぎない号要するに、講義tこは進級に交離のない糧震に力を入れ、 informalな活動領域には、積極

との展ちながら、遥.rc;的に教養部を通過できる的だが決して岳我提与的とは震えなし

望を揺く者が多いこと誌なる。

〈表 2)は、各項目の関わる領域が大くr)ととSA 

学の totalな人格選;容にとって焦点額域でありうる翠震を示すものである。
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なお、⑦は、所麗枠全体への満足感をみるためは、@)--⑤の得点を合計して得た合成得点 (4-

20点〉との rである。表 3は、 SAのA・B.C三群について、生活項島の平均得点と群間差を示

した。

φ高校生活の余裕感、@・e人生指針に関する 2項自、議対教官交流意欲の 4項践で脊意、な rに

遣しなし、。このうち、人生指針確立感は、 A.C両群に比してB群に来確立傾向があるから、確立

済みの人生指針と現実との gapの有無が総括的漉応惑の規定菌になっていると解される。

他の12項目全てとの rは有意。しかし、 A-Cの三群潤比較では、母サークル等への関与の積極

度では全く有意差がみられなし、。それ故、高校生活の余裕感、人生指針を考える時間の多少、対教

官交流意欲、サークノレ等への積極性、の 4項語以外の全ての要医と SAとは、ある程度の相互規定

的関係にある事になるo

r .3の項目は、や対大学満足感 (.328)、@全体的瀧定、の予想 (.321)、舎弘前にし、る事への溝

足感 (.304)の三つであり、また、③~舎合成得点〈⑦〉では.347Vこ達し、これらが総括的適応惑

と強く関連しているといえる。即ち、所蕗枠及び大学のある地域への満足感、にSAは規定されなが

表4. 適応む規定国一5段靖評定以外の噴自について一〈第 1@l) 

総括的灘応感 (SA) 
項 毘 カ ア コ> リ 一

適応群(TJ 中間群但) 非適応

あ り 221(68.6) 119(58.0) 107(41.8) 

進学問的 な し 101(31.4) 86(42.0) 49(19.1) 

計 322 205 256 

A子... ・ 力 型 258(79.4) 148(72.2) 111(69.4) 

性 搭・適 性 型 81(24.9) 30(14.6) 23(14.4) 

弘大選択
職 業 型 126(38.8) 40(19.5) 43(26.9) 

「やりたいことができるj型 69(21.2) 21(10.2) 14( 8.8) 

理由 (1) そ の 他 型 53(16.3) 44(21.5) 40(25.0) 

「と く になし」讃 14( 4.3) 28(13.7) 23(14.4) 

計 325 205 160 

捜 業・勉 学 型 66(22.2) 26(13.8) 35(23.0) 

自 高 校 能 231(77.8) 162(86.2) 117(77.0) 

我
計 297 188 152 

関
(2) 

|与 授 業・学 業 型 107(33‘9) 46(24.2) 61(39.4) 

今後の クラブ・サ…クル活動型 24( 7.6) 4( 2.1) 1l( 7.1) 

教饗部 交友関係翠 28( 8.9) 29(15.3) 9( 5.8) 

|動 生活 地 157(49.7) 111(58.4) 74(47.7) 

言十 316 190 155 

(1) (当数型・全体一当数翠)x総揺的適応感むエ群によるが
(2) (各製・砲の全ての型×総揺的適応惑のエ群〉によるが

P>.05 
本 P<.05
榊 P<.01

( )は%
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ら将来の遍誌の予想、を規定することになる。

また表 4からは、適窓的えま祇ど進学語的をもっていた事、弘大選択理由は多くの裂の動機でA群

が多いの拡対してC群すは不明確又は無動機的理由で入学する儲向がある事、自我関与的活動を援

業・学業とする者にA.C群が多い事等が明らかになった。これらは、進学問的の有無や弘大選択

理由の型、学業への現在の態度、高校での学業の成就感も SAの規定問であることを示唆する。

(iii) 適応の構造(表5差是照〉

鞭5. 入学時におけi)適Jit構造と因子負梼量

nロ品588、ゴジは.31以上

爵 N V 現 vn h2 
X 100 

総括 的適応惑 (5

判tj;仁12ムil1m 
ー168 .019 

a高校生活|余
-.070 .034 .092 一.459 22.9 

の評髄総括的満 足 一.084 .020 .121 一.537 36.2 

所属枠 弘前大学への満足感 .452 .646 .028 .096 .086 .100 -.010 65.0 

所属学部への 11 .778 .201 .093 .043 -.050 .113 一.125 70.2 

所属学科への 11 .751 .114 .047 .017 .091 .040 -.085 59.7 

転学(部・科)志向の輔さ .447 .474 一.047 .040 .035 .060 一.071 43.9 

8 地域〈弘需〉への満足感 .058 .551 .054 .070 .078 .188 一.035 35.7 

-考える時間の多少総括 -.018 .069 .624 -.031 .089 .117 一.051 42.0 

確 立 感 .074 .031 .661 .075 .154 。020 一.068 47.7 

む 議 予惑的 話 出 し、 ‘156 .156 .040 .045 .318 .436 .019 34.3 

窃葉 適応惑 ついていける .006 -.033 .179 .079 .591 .084 .004 39‘6 

舎 へ 義 出 -.004 .157 .042 .066 .001 .419 -.041 20.8 
の

@@@ 話主商
教官との .085 一.081 .097 .283 .075 .456 .071 32.2 
サークル・ク

.067 .082 一.017 .537 .094 .059 .154 33.5 
新の積友極度人の獲得態欲 .008 .095 -.095 .629 .011 .129 一.022 43.1 

窃 今後の全体的適応の予惣 .179 .282 .106 .104 一.509 .069 一.101 40.7 

I: a2 1.697 1.361 0.940 0.840 0.810 0.706 0.615 6.969 

寄与運転 10.0% 8.0% 5.5% 4.9% 4.8% 4.2% 3.6% 41.0% 

因子分析は、生活空鵠各韻域、換言すれば、学生生活における適応対象語領域への学生の関わり

が形或する17次元空関を共通顕子を鞍として再審成する手法で為ム学生の遥.LDゎ大数的構造を提

示するとともに、学生の鰭領誠への関わちについて各因子に代表される現象的類型り存在を示す。

第 l回の五段階尺度17項起についての因子分析結果は茨 4の通りで、 7つり共通菌予をえ、それ

らの累積寄与率は41.0%になる。 .3以上を有意な因子負荷設と考え、各菌子を次のように解釈した。

lは所属枠への満足因子である。 Eは地元大学志向型学生の存在を示唆する「弘前」大学忠向悶子、

車は、人生指針確立宏、向因子、 Wは大学生活の informal局面への積極性因子、 Vは、講識や学撲

を中心拡大学生活での非適応を予想する、講義一大学の人格非溝応展望因子、 羽は大学の formal

馬面への選略的子、百は高校生活の不満思子である。
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ここで第V昌子は「大学(教養部〉生活j念講義という formalな領域と関連させ、他のinformal

な諸領域からは相対的に分イとした生活空時構造をもっ学生震が存在することを示峻する。また、我

々が r1 . で、提出した、過・現・来、 formal-informal、人生指針といった諸次元・側面にほ

ぼ対応した国子が抽出された点で、我々の基本点観点の妥当性が間接的に支持されている。しかし、

SAの γ は29.2%とやや小さし、から、この時点でのSAと強く関連する領域・{酎加が龍にも存在

するかもしれなし、。より広範な生活空鵠諸領域との関わちについての項目を加える必要があろう。

2 =.ヶ月後の状況ー第2罰調査よザ

( i ) 全体的状況〈資料百参照〉

過去~現在の諸費，IJ間一入学--7月期一:所騒枠に対しては大学16%、学部10%、学科14%の不満

足者があり、 15%が抜然として転学(部・科〉を考えている。不満足惑の理由は、大学の制度・突

靖 (36%)、第一志望からの leveldown (29%)が依熱吾立つ。

大学のお玄malな説部としての講義は、 「全体としてつまらなしゴとする者が過学数 (65%)で、

ほとんど自我支持機能をもたないが、 「ついていけなし、Jは10%r出結率が低いjは3劣と、学力

や出席を中心にみた場合、殆どが講義への適応惑をもつことになる。大学の informal倒臨~大学

外生活領域については、サークル・クラブ活動に積額的に関与する者似%、参加していない者36%

と、両極分化する。下街・寮生活では、適応群67%・非灘応群13%となる。

自我関与的活動としては、サークノレ・クラブ活動 (36%)が最大、次いで続審人間形成(14%)で

あるが、第 l間における自我関与展望〈学業十単位で54%、サ…グ/レ等G匁〕と比較すると、この

問、教養部の講義広対する失望を契機に、大学生活の informa1な傑面の事受といろ方自民活動焦

点が移行してきたものと解される。中核的自我鎖域として、クラスの対人関係、サークル・クラブ¥

下指・寮生活をあげる者が多い事実もこの依説を支持する。

SAではA群29%、B38%、C33%となるc 総括的な適応感の理由としては、 「やりたし、ことが

やれているj等、欲求充足・自標連成といった positiveな理由が14%、不溝なしといった negative

なもの21%、 f友人関保がうまくいっているJ21劣等が多く、制渡的活動、即ち、学業位認する理

由を記入した者は髄か 7名 (5%)に過ぎなし、。地方、非適応惑は、生活ヲズムの乱れ (66%)が

最大で、依然として生活の再体鱗色・調整の失敗惑をもっ者が多いといえる。次いで f学業がうま

くし、かなし叶といった学業関連の漉詣が多い(55%)。要するに、学業は総括的適rc;感の形成要因と

はなりにくく、非適応惑の形成要菌となりやすいと考えられる。

未来り路側面:非適応群拡おける葬適応惑の克服方向及び中間群における滴応改普方向としては、

自己の生活態震の改葬といった漠然たる昌己努力を強調する反応 (17%)の能に、 f様々な活動走

行う J等の conmitment鉱・増大方向におけるもがき (14%)、 集中できるものの発見等 identiy

形成 (13%)といった、青年期後期の発達課題の達成広言及する者が少なからず存在する点、が控目

される。しかし、 「どうすればし市、カミわからないjと、適応改善の課題拡無適応な者も11匁いる。
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今後の教養部生活での自我関与的活動では、第 l由と同様に、制度的活動をあげる者が過半数を

占めく52%)、次にサークル・クラブが来るく14%)。また、今後の全体的適応、在予想する者は35%

で島るのに対して、非議町、の予想は 8%にとどまる。

以上、全体として、これまで余り力者f入れてこなかった学業等の額渡的活動にも自我関与的に関

わちながら、 SAの中間~非適応群でも適応改普・克服への多様な試行によって、今後の教養部生

活を漕応的に展開する接接をもつことになる。

総括的遺応感の規定関(表 6---9参照〉

SA得点と他の17の五段晴天度得点との相関を褒 6に恭した。 けま⑩講義への出窓度・ 9対家族

表6. 総括的適応感得点との棺燭〈第2田〉

喪 題

③ 弘前大学への満足感

@ 所属持 所麗学部への I! 

@ への 所擁学科への I! 

@ 満足感 転学(部・科〉志向の弱さ

e 〔③~⑤の合成得点〕

③ 地域(弘前〉への満足感

⑨ 講義の 滴応、感〈面白い〉。 I! 〈ついていける〉

o 評舗 講義への出滞震

o 教 宮 と の 交 流 度

サークル・クラブへの関与の積撞度

@ 友 人 数 の 多 少

@ 下構・難生活での適応感

@ 家 族 と の 交 流 度

@ 生 ~ ÌI~ い・充 実 感
ト一一一一一一…

窃 生き方・ 考える時間の多少〈総括〉

4議 人生指針 確 立 感

。今後の全体的瀧応の予想

( )・…..P>.05
他・..‘・・・・・Pく.05
項目番号は、第 1--3罰共通

r 

.346 

.278 

.189 

.268 

[.364 

.227 

.272 

.250 

(.078) 

.106 

.108 

.199 

.381 

(.077) 

.428 

.196 

.181 

.378 

n 

462 

461 

443 

460 

439J 

462 

464 

44662 1| 

464 

463 

462 

455 

455 

461 

464 

450 

交流度の二項毘以外では全て有意で、ある。脊意、でないこのニ項自はA.B.C三群比較でも脊意義

がなし、a また、。サークノレ等への関与の積極度は、三群詑較でAくB (Aがより積撞的〉の院議の

み有意であり、 CはむしろBよりも積撞的な額向をみせるので、 SAの言脅し、規定国として把えられ

るが、 clearcutではない。従って、この三嘆百以外の諸項目がSAと〈相互〉規定的関係にある

ことむなる。 r>.3の嘆自は、⑫生きがい・充実感(.428)、⑮下宿・寮生活での選応感 (.381)、

命全体的適応の予想 (.376)、@弘大への講足感 (.346)の4項目である。また窃~告の合成得点

〈⑦〉では.364になるo このうち⑫は、大学生活の中核的な自我支持機能の程度の指標であると考
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えられるから、大学生活の全体的自我支持機能、あるいは、自我阻害機能の鰭さの指標としてのS

Aとの関広高い相関をうるのは当然で、あろう o

要するに、この時点では、所属枠への満足感や、私、生活領域〈寮・ での適応感応SAは強

く規定されながら、将来の選応の予想を規定していくことになるむ

表8. 中間群・非漉Jif.;群における総括的適litへの方法

S A 中間群 (n 附 [非漉応群 (n盟諸 が(df=1) 

1. アイデンティ的形成 21( 16・叩印.7) 7( 8.3)¥13(15.4) 
2. コミットメントの増大 25( 19.4) 6( 7.1) 6.126機場

3. 11 の縮少 。〈一〉 6( 7.1) 7.052来事*

4. 生活態撲の改瞥

5. 生活リズムの密筏 8( 6.2)~35(27.3) 11( 13.1)?39(46.4) 2.976ホ 8.356事事業

6. 考える時間をf乍る 10( 7.8) 9( 10.7) 

7. 環境条件の改替 15( 11.6) 5( 6.0) 

8. どうすれば¥，，¥，、かわからない 15( 11.6) 8( 9.5) 一

9. その組 18( 14.0) 13( 15.5) 一

言十 129(100 ) 84(100 ) 45.601常事事

nに対する% 88.4% 53.4% 

( )は計に対する% *・.....P.く.10 紳 ......P.く.05 判事…..P.く.01

袈9. 適応の耀定富一卒後進路

SA 適応群(A) 中間群(B) 非遣部群。
x2 (df= 1) 

A VS B A VS C ' 

競 職 100 (63.3) 70 (48.3) 83 (52.2) 6.922事申 3.994ホ

飽 58 (36.7) 75 (51. 7) 76 (47.8) 

言十 158 145 159 

本……Pく.05 榊…..pく.01

自由記述や、一・多肢選択項目での群間比較では、 B.C群に求めた適応改善方法の島岳記述

〈表的と、卒後進絡に関する項目〈表的のニつで、群関盤がみられた。特に、適応改善方法では、

記入者はE群に多く、 無記入者拡C群が多し、。 C群は〈再〉適応、の方向すら明確化できない状態

に挙るのかもしれなし、また、関心対象・活動領域との積額的な関わちによって(再〉適応してい

こうとする者〈表8の1十 2)はおに多いのに対し、 Cでは活動領域の縮少や、関心や活動の対象

とは無関連な、主体的な生活姿勢の変容等の、自己への吋lきこもり刊ともいえる方法を考える者

〈表8の3"""6)が多く、 C群の反応がB群とは質的にも異なるように思われる。

(iii)適応の構造〈表10議参照〉

SAを含む18の五段措尺度得点、広ついて、次の 7因子をえた。累積寄与率は40.8%で第 1回とほ

ぼ等しいが、 SAのh2は51.6%と比較的大きい健をえた。各罰予の解釈は次の通り。

!は、 「弘前j大学への不満足国子、 Uま学部・学科不満足罰子、重は、講義への適応、を中心と
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表10. 3ヶ月後における適忠構溜と因子負持叢
n口 396 ゴジは.3以上

項目 司 l 現 N V VI 1護 h2x 100 

総 括 的 適応感 (SA) I -叫-.1351 .137 .205 一.490 .117 51.6 

@④⑤ ⑥ 所へ属の枠

弘前大学への満足感 一.684 一.320 .059 .153 一.020 一.045 .087 60.8 

所麟学部への か .203 一.833 .045 .166 .026 一.108 -.012 77.7 

満足感
所藤学科への グ .151 -.111 .198 .012 .030 一.049 .033 67.0 

松学〈蔀・科〉志向の弱さ .530 .198 一.046 .128 一.140 一.142 .062 38.2 

~I 地域〈弘前〉への満足感 -.511 一.∞2 -.014 .109 一.014 一.153 .081 30.9 

⑤@⑪ 講の義
遺応感〈面白しう 一.362 一.032 .126 一.010 .061 .016 .360 28.1 

グ 〈ついていける〉 .074 -.091 .600 .037 .048 一.159 一.109 41.4 

野鍾 講議への出鰭度 .007 一.056 .062 .078 一.032 一.036 一.411 23.7 

⑫⑬ @ ⑮ ⑮ 教 官 との交流度
.016 ‘024 .370 .144 .191 .191 一.192 26.8 

サーグノレ・グラブへの関与の積極度 一.094 .070 .079 .518 -.033 .025 .090 36.4 

友 人 数の多少 一.156 一.037 .053 .553 .129 .064 .011 35.5 

下穣・寮生指への適応度 一‘131 ….066 .052 .025 .051 一.527 .141 32.5 

策 謀 との交流変 一.056 .100 .045 .005 .091 一.111 一.375 17.6 

生きがい・充興感 料-.2761 152 1 -.  174 1 -.015 1 48.7 

生き方 ! … 砲 の … 〉 例3 1 0引 .593 一叶叫61371
人生指針濯 な 惑 .0191 .053 .115 I .095 .583 .023 一.024I 36.7 

@I今後の全体的適応の予想 1前|へ2761

2:a2 l

ベ
1 臨 iO9ぺ

0 叫 u 判。 π610 制 I~ 詰1
議事与率 9.1% I 8.9% I 5.2% I 5.1% I 4.9% I 4.3% I 3 .4芦~ I 40.8% 

する適応的風望因子、 Nはinformalな:活動娯域で、の非議応菌子、 Vは人生指針確立志向悶子、習は

私生活領域での非溜応、因子、理は、出席や家族との交流等に関わる、社会関係からの離競因子であ

る窃

い」記事11弘、 SAとは最も関連性が低く、諸関係からの離説をマイナスとする儲鐘態度合もたな

い学生層の存在を示唆する。また、 CDr生きがし、jが i、m、?ぜで脊輩、な負荷量をえ、大学自体、

講義との関わり、 informal活動自体というご三つの生活空間領壌で央々自我支持される学生層の存痕

と学生の分告を示す。

なお、@全体的適応、の予組は、第 1部と同様、講義への適応感と強い関連がみられた9

3 1 :年次純了時点の状況-鮪 3回謂査より

( i ) 全斧的状況(資料車掌照〉

過去~現在の諸劉i蔀一教捜部期一:依黙として、所農持の各々に対し13-16%の不満足者、

の転学〈蔀・科〉志向者が存在し、不満足惑の理由としても、大学及び leveldownがやはり渦半

数 (57%)をど占める合

講義からは自我支持されない (57%)が、ついていけないとする者は少なくく13%入教官との焚

流に乏しいく83%) という点も故然変わらなし、下宿・寮生活で、の非適応、感をもっ者は10%であるo
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l年間を通じた臨我関与的活動としては、制度的活動が16%、サークル等33%、交友16%になる。

サークノレ・交友・趣味等のinformalな側面全体としてみると50%で、 7月時点見〉と変化なく、

informal鋭部事受領i均が続いているが、特に、交友関係に邑我畏与するj替の増大 (8%叶 16%、x2

口 4.795Pく.05、df=l)が自立つ。強方、中核的畠我領域は、サークノレ・クラブと持づけるもの

22%が工会之、次が友人くで為るo 7月時と比べ、友人が12→ 19;与に対し、寮・下揺での対入

関需はま手滅吋 7;言、 x2=10.358、p<.位、 df=l)、 クラスで、の対人関誌も数減 18→14%であ

り、ここでは、友人と粋づけられる存在に岳我支持を求める震の結対的増大がみちれる。これらの

{顎向は、〈めでみるように、 SAと友人数の梧嬰が始めて .3を越えた事実とあわせ、 l年間の大

学生活の経過の中で、 「友人Jの量饗性が強く浮び上がって来た事を示すs

SAは、 A34%、B37%、C29%に分れる司総括的選応惑の理患としては、充実感(20%)、友人

関係の円滑さ(19%)等が多し、o negativeな田答が7月時と比べ減少した (21叫 12%、x2=4.128、

Pく.05、df=l)のは、理由を明確に定位できた者が増大したといえよう。また、人間的成長に雷

及した者も有意に増大し、 (3→12%、x2=11.549、P<.OOl)この聞の自我探索。u仰のをうか

がわせるむ反問、‘学業は僅か 1名で、それに対し、非適応感の理由では学業が64%と圧倒的で、あり、

(2ト(i)で指摘した餓向がここにも如実にあらわれた。生活リズムの乱れは 7月時から減少 (66→50

%、が出7.239、Pく.01) し、漸く生活体制の調整過程に入りつつあることを示す。

未来の鰭flIJ部:次年度の生活の formalな側面としては、講義による自我支持を予想するもの23

館、しない者、講義への非選定、の予想、は少ない (1ついていけないJ9%、 f出賭しなし、J3 

λ学部教官・研究室との交流意欲や専門研究意欲に乏しい者も極少(全て 4%前後〉である。

サ…グノレ等への関与意欲に乏しい者も少ない (15%λ 最も力会r入れたい活動〈酪我関与的活動〉

では制度的活動が62路、 informalなもの誌15;与にとどまるむ全体的禅譲応を予想する者は議か 4.5

Zに過ぜなし、む

饗するに、次年度拡ついては、罪究や学業を轄に、大学生活の formal

をみせ、生活全体を選応的に展開できる、とり予想をもっ者が極めて多いことになるs

(ii)総括的適応感の規定器〈表11--13参照〉

捜11は、 SA得点と也27の五段階尺度得点との組関係数であるo 教務部での対教寄交流度、母、

@--⑩次年度大学生活への予想の 4項目、の計 5項目では有意な rに逮せず、群間設〈喪12)もみ

られない。また、⑪講義への出席度、窃専門の研究室との交流意欲では、 r ~ま有意だが一貫した群

間接がみられない(表12)。これら 7項目以外の全ての項目はSAと(相瓦〉規定的関連をもっとい

えるa

r .3め項目は、@現時点に限定した適応感 (.547)、⑫生舎がい・充実感 (.506)、③大学への

(.413)、多全体的適応の予想 (.388)、@下宿・療での瀦応感 (.324)、⑭友人数 (.323)、

命転学く部・科〉志向 (.301)の7項目、及び③~⑥の合成得点〈⑦、砂385)である。この時点で

も、特に大学を中心とした所麗枠への満足感、や、学生生活のうたえとしての友人数や私生活領墳とし
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表11. 総括的過鉱感得点との相隣(第3毘〉

噴 話 r 

③ 弘語大学 への満定感 .413 

④ 所演学部への 11 .251 

所麟学科への グ .170 

転学(部・科〉志向の弱ざ .301 

〔③~ の合成得点〕 [.385 

語〉へ の 満 足 感 .198 

適 応 感〈麗 出 し、〉 .197 

グ 〈ついていける〉 .186 

講畿への 出 席 肱 .125 

。教 官 と の 3e 流 度 (.036) 

⑬ サ…クノレ・クラブへの関与の讃撞愛 .204 

⑬ 友 人 数 の 多 少 .323 

⑮ 下指・寮生活での灘応感 .324 

@ 家 旗 と の 交 流 度 .143 

き カ1 し、 充 実

5きh指方針・ 考える持関の多少 〈総括〉 .205 

薙 立 感 .226 

住 の 適 応 感 .547 

@ 講 .186 

命 将 適応、感ついていける .184 

命
来

義 出諜意欲 .084 
J¥ 

毒議 の 研究室・ 教官との交流意欲 .134 

③ 予 教容との 研究室との交流意欲 .129 

@ 期 関 係 研究九の意欲 〈・095)

一
む 的 サ…グノレ・クラプの関与意欲 (.095) 

場 評 新友人の護得意欲 ( .101) 

一 価
今後の全体的 適志の予想| 388 φ 

n 

344 

344 

325 

344 

325J 

344 

342 

341 

341 

341 

344 

343 

273 

340 

344 

343 

342 

341 

339 

340 

339 

336 

335 

338 

341 

332 

( )……P>.05 

鵠・・・・・・・・・Pく.05

項悶番号は第 1毘か

ら共通

ての下指・寮での適応感によってお Aは強く規定されながら、次年度の適応の予想を規定していく

ものと患われる。

ここで、友人がSAの強い規定因として新たに加わったが、下宿・寮生活の鎖壌と共に、大学生

活の私的側面が全体的適応感形成に及ぼす機能の麓要性が増大しつつあることを意味しよう s交文

関係を自我関与的活動としてきた者がA群に多い事擦と、サークル活動等を将来の自我関与的活動

にしようとする者にA-B群が多い事提(表13)は、この仮説をさらに支持しているo

また、読書や人間形成に将来自我関与しようとする者がC群に多い(表13)が、総括的な非適思

惑の CC51~ こもち"的克服方向 ((2ト(ii) 議照〉と関連するかもしれなし、。

なお、五段搭尺度以外の噴話でSAと強く関連するものは、この蕗我関与的活動以外には見出さ

れなかった。
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表13. 連teφ規定悶 5段離静定以外の項目!とついてー〈第3邸〉

カテゴリ

交 友 関 {系

佳

言十

クラブ・サークノレ活動

読書・人間帯成

地

言十

総接的適応、感 (SA x2(df問。
適応群(A)

26(22.8) 

88(77.2) 

114 

12(10.9) 

7( 6.4) 

91(82.7) 

110 

ヰI間群制 摘応群。IIA羽三:C IA :cl 
12(11.2) 

95(88.8) 

107 

12(10.4) 

8( 7.0) 

95(82.6) 

115 

12(臼 3)1115.209**1 - 12.97伊:
78(86.7)111 

2( 2.2) 

17(18.5) 

73(79.3) 

92 

4.299*本I4.650事ポ

5.351京本I5.914*本

( )は% *…..P.<.10 料 ......P.く.05

(iii)選応、の構造(表14参票、〉

28の五段階尺度持点について 9つの共通悶子を得た。累積寄与率は47.8%、SAの vも53.8%

と、第 1百以来最大で島る。各罰子は次のように解釈される。 1は、 SAや生きがい、全体的適応

の予想、私生活領域での適応、感主ど、多くの項巨で高い負荷量をえておれ全体的適~の関子、立

は二年次での研究志向、盟子却は講義への積極性因子、 N~工所麗枠への不溝足密子、 V は informal

活動への積極性因子、官は学力部での講義適~関子、 wは人生指針未擁立因子、理は学科議定因子、

玄は社会関係からの離脱関子である。@新友人の獲得意欲は、間予 1--医tこヌ守して有意な負荷援を

もたず共通顕子からは独立しており、項目としての重要性は小さいかもしれない。

なお、全#的選応惑の因子が抽出された点、また、この四千にSAや生きがし、感、の有意な忠子負

掬震が専麗し、比較的単純な構遊がえられた点に注目したい。

また、③対地域(弘前〉満足惑において、これまで結び、ついていたSAや対大学講足感との関連

が弱まってきた点、生活空間構造において「弘前一大学Jの「弘前」と f大学Jとが漸く領域分北

しつつある;曹の出現を示すものと思われるc

4 年間む適窓過穂

瀦~通程については、部第を中心にこれまでニ・三の館記にふれてきたが、本節ではこれまで触

れてこなかった全体的変化合、先ず、第 1--3国のうち複数回に五って実施した同一演岱に法問し、

そこでの反応の変化を議議したのも、次に、 SAとの関連で、検討してし、く。なお、適応構造の変化

は各節 (iii)項で述べてあるので省略するo

( i )全体的状況の時期的変化〈資料 1'"'"'薗容照〉

議15tこ、間一項目に対する反応、の変化について、各項自への常定的皮応群(a)、中詩群(b)、苔定的

反群(c)の度数比較と、各項目の各自平均得点の比較の結果を一括3提示した。所属枠への構足惑は大

学・学部で、は肯定方向への変化があり、転学く部・科〉志向も消失方向にあるs しかし、学部・学

科不満群の譲少がみられず、較学志向は放棄したものの依然環所震の出己を受容できないで、いる層

が残っている。講義については、擁護による自我支持を殆ど感じない騰は減少したものの、学力面

-176 
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表15. 遥患遺程一五段潜評鍾議震での荻応の変色

噴 B14月→7月i7月→2J11通年l袈 銭 14ト 7J117ド 2 通年

A 1 18.767¥"，，: 1 16.803¥111，161 

総括的適tt，惑 1B 1 1 5.472ノ11 対教官 1b 

1 c 1 17.0缶ノ ノ11 骨 i ~ 2 I~'W~~" 11 炎流度-

Avl 5.395.0.: 1 4.109.0.11Avl  

戸dlbl-i- l 4895ノI~下構町|
満足感 1c 1ι252~;1 6.466¥11⑮ 

家族との E 品

バ ー 1 5.524ノ11 . 
交流度 l》 4.438ノ|ー 11 入|

b 

4.004ノ

6.216ノ
10.900、

4.318ノ

4.452ノ
21.374、

4.609ノ| ー 11 向 1 a 1 57.387刈 18.8柑ノ1 5.331、
》 一 | 一 11人|考える 1b 1 9.089刈 4.883ノ| 一

I ^. ~. ，，11 1 __ ... 1 c 1 120.255ノ 38.319、1 10.619ノ
ー 9.174ノ1 時間 I---._--/… | 

オー 111.053~1門 |A vl 10.408.0.1 5.425合I 2側 G

な|7l3閲54附 |;l l;::;;ミーノI 7ふ
一 1 6.014/，11 1確立感| 1 i 
一 1 15即 ¥i同1 1l!ii...lL. ，u" 1二|斜 774ペ 6.745、1

恥 い Ic I 6.147~i II~ 叫 4.436 JJ.! I 2.620.0. 

講 j⑮んザ Ia I i 11 臥 II~適応予想 IAVl - 2.263.0.1 1.981 II 

J J lb  4.915/II~~- クノレ l .--- !) 
l ω21) II@友人数 l i~ 

20縦、 II@生きがい II 1J 
説出席 Ic i 45.路γ

(1) a. b • c ......き器撤積怨拡おける曾定的・中鵠・否定的長応群を示す。
a---c携わ数鑓はが。ノ拭増大、¥、減少。

(2) A v摸……当該喋器拡対する全体の平均得点の蓋についての tの輩。合法平均得点上昇、
ゆが、 tとも拡 P<冷5のもののみを表示。
叫がの df出 1、tのdfは幾3、7、12を齢燕せよ。

での選応惑や出露度では悪化の兆しがみえる。それに対して、下宿・寮や家族との関わりは肯定的

方向に変fとしている。

人生指針に関しては、入学時での確立感が 7月までに-li崩れ、考える時間も減少する変化拡統

いて、考える時間が増大したものの入学時の確立感の水準にはまあ及ばない、と L、う渦年経過を示

し再確立過糧を迎えているo 当初は「確立していたJとL、う人生指針が、受験や大学合格にひきつ

けられた暫定的・短期的な性質のものであったり、不本意入学によって長期的人生展望の変更を泊

られる場合も多いと思われるし、他方、既にみたように、 Identity確立への試行をみせる層の梓在

や、 7月から 2月にかけて人間的成長に雷及する層の増大もみられている。要するに、この時期は、

多くの学生にとって、自我探索と、背年期後期から成人期までを含む人生指針の探索の時期といえ
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ょう o

きて次に、 SAは否定的方向に、今後の渚記予想は脅定的方向ヘ、としづ相反する変化がみられ

る。これに関連して各国のSAと適応予想との障には表団のよう位、否定的総括合うけて選応的将

来展望、誌も拘らず者予定的総括 という繰り返しがみられ、総括と展望が不一致な学生を含みなが

ら全斧的には総括悪化・接接好転の通年経過をとることになり、明るい牒議のみ空転する危険性も

学んでいる O

藤16. 総指的議!it惑と適応予想〈農望〉

1 2 回 第 3 毘

謀総 括|牒 望 総

適ti$群 47.1 38.3 29.4 34.2 33.7 

中間 群 29.7 54.4 38.0 56.8 36.9 53.6 

非適応群 23.1 7.3 32.6 7.9 29.4 4‘5 

計 100∞ l 100 (%) 1∞∞| 100 (%) 100∞! 100 (%) 

(ii)総括的選応惑の規定国における変化〈表2・5・11参婦、〉

ここではSAとの rのうち、各自の間に変化がみられた 4項目について述べてしぺ母

舎人生指針を考える持関において、第 1田 (r= .035)と2・3回 (.196、.205)の間で rは

有意、広増大〈夫々 1 t 1 =2.716、2.610、いずれも Pく.01) し、命人生指針確立感でも、 .030

から.181、.226に同様に増大 (1t I =2.534、Pく.05; 3.015、Pく.01)した。 rの健としては

低いとはし、え、人生指針形成への積極錐と確立感とがSAt;こ対する規定力を次第に増してきてお号、

青年期後期における適応に対する人生指針の機能増大を証拠づけてし必。

またを〉地譲満足感では、通年で.304から、 .198に減少傾向 (1t 1 :ロ1.709、P .10)をみせ、

(iii)項で述べた、生活空間の地域関連領域と「大学j生活領域との接対的分化 としづ叙説

会f支持しているとともに、例えば、地元大学か苔かといった条件は次第に麓喪性を減じる事を示唆

しているo

反面、@友人数では、第2回.199会込ら第3回.323への増大領向 (1t 1 =1.863、P<.1めをみ

せ、前節(ii)項における、怠部側面の重要性増大復説を支持してし必o

なお豊鳴、他 (1978)は、所属枠への溝足惑がSAの間接的指標たりうるのは 1年次の初期に繰

られる、としづ叙説的考娯を行っているが、③--@ゎ合成得点(⑦〉と SAのrvi， .357" .364、

.385と、一費して高い値をえており、従って、智史枠への満足惑は年間通じて SAの有効な間接的

指察たちえよう。

軒総括と展望

「大学生活Jを構成する諾傑謡・諸領域に対する大学新入生の関わりについて、各時期の

全体的状況・ SAとの関連、連記;構造の五点を緩観し、各時期・各項嬉に、いくつかのま説的検討
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を加え、また、新入生の生活空関構造の展開に関するいくつかの示唆をえてきた。ここで特に、大

学生活の開始以蜂立限って 1 年間の適~過程について主要な結果を要約すると、次のようになろう o

当初悲惑と異なる所属枠に入学したり、讃初農望と大学の興情との gapに斑面した事との関連で、所属枠へ

の不溝足感が長く残存するが次第に野転していく冨ももっ。講義は一貫して密我支持機能をもたず、学識得の

観慶的活動は遥応、惑の袈悶とはなりにくく、非適応感の饗怒となりやすい。反吾 informalな生活議域・活動

に自我関与し自我支持される学生が増大してくる。大学入学に葎う生活体制の乱れや、初期に訪れる人生観・

指針命全壊には、調整過程・再擁立過程の中での模索が後続し接部してし、く。 SAは、年需を通して大学へり

満足感に規定され、次第に、私生活領域での滴町、惑や人生指針擁立惑による規定をうけながら、将来の適応的

牒望を規定してしぺ。将来の趨紅、予想、は講毅への関わちと強く関連し、次年度拡ついても、 formalな側面への

意欲を中心に明るい藩応接識を築くが、 SAの悪化・展議の静較という一貫した分離額向もみられている。

かかる新入生像は、従来通念的に揺られて来た学生像との一致部分が多いが、とはし、ぇ、それら

が客観的に、しかも、大学としづ下位社会体系における formalな舘舘・規範 systemの工部を構

成する「出席すベしj との文化規準からみた大学適応を、調査時点に隈られるとはし、え達成してい

る学生について、確認できた点で興味探し、。本璃において、各自の出席者の全体的動向から提出し

た諸仮説官、第 1'""-'3凹を通じた出鰭者の資料を抽出した分析や、 53年度以附の新入生を対象とす

る調査研究の中で検討していく事が、我々の今後の課題となる。

註

(1) 各大学保鰭管理セγター等の紀要・年報を委主照したが、文献としては省略する。

弘前大学では、医議を除いて、教護部は 1年制。文系20単龍、理燕24単位を取得すれば学部に移籍となる。

罷遂では、 2年次は専門基礎科目が中心となる。従って、 1年次終了一一進級は、殆どの学生にとって専門と

の出会い一"教難"からの説出を意味することになる。

(3) 今回は性部・学部別の検討は行なわなし、。それらについては、資料 1......差及び文献7・8，13・14を参照

されたい。

(4) 本意の 2・3・4鎮の 1部は東北心理学会第31・32回大会に発表した(文献7・8・13・'14)。
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付・資料

資料 I 第 1回調査集計の主要結果

A.過去の生活への評価

ア.① 高校生活の余裕感(1) イ.② 高校生活の総括的満足感(1)

-ーlr計

女(%) 1 (%) 
一

70 06.3) 1 97 

27 00.5) 1 04.1) 

||  

② 176 (40.9) 1 294 
98 (38.3) 1 (39.9) 

③ |85(19ぺ154
69 (27.0) 1 (22.4) 

@|66(15ぺm
54 (21.1) 1 (17.5) 

⑤ト33(75141
8 ( 3.1) 1 ( 6.0) 

」計 |; :|J

ウ.高校時代に最も力を入れた活
動(自我関与的活動)¥4)

|男|計

受制強進学|却女( 7.5)1 41 
11( 4.6)1( 6.4) 

学業授業 |71(吋m
57(24.1)1(20.0) 

クク ララスプ活活動動||116(28.9〕||189 
73(30.8)1(29.6) 

人生観読書 |15(37〕|E2
7( 3.0)1( 3.4) 

遊び趣味 |5kl27〕|59
8( 3.4)1( 9.2) 

交友関係 |41〈102〕|73
3203.5)1(11. 4) 

そ の 他 I~山|127
49(20.7)1(20.0) 

計
|;::|悶

L E S A M 1 (計%) 
女(%)

胡 | 7 | 6|11|2|15|42(9ペ82
05.1) 1 03.7) 1 (7.9) 1 (8.7) 1 (3.5) 1 04.9) 1 4005.8) 1 02.0) 

93118131157| 幻|泊施17(38.9) 1捌
(34.3) 1 (35.3) 1 (40.8) 1 (45.2) 1 (47.4) I (37.6) 1 97 (38.3) I (38.7) 

5119112126i  loi22|山川 130
08.8) 1 07.6) 1 05.8) 1 (20.6) 1 (17.5) 1 (21.8) 1 41 (16.2) 1 09.1) 

6511511812318119|moぺl岨
(24.0) 1 (29.4) 1 (23.7) 1 08.3) 1 04.0) 1 08.8) 1 61 (24.1) 1 (21.7) 

21l21 9 1 9 1 1 0 i 7 |叫(… 58( 7.7) 1 ( 3.9) 1 (11.8) 1 ( 7.1) 1 07.5) 1 ( 6.9) 1 14 ( 5.5) 1 ( 8.5) 

271 51 76 57 429 

253 

エ.力を入れたか
ったができなか
った活動凶

手-1計

10( 2.6)1 20 
京工五I(3.2) 

108(27.8)1 174 
疋友両1(27.7)

89(22.9)1 170 
一一一一一1(27.1)
81(33.9)1 

15( 3.9)1 34 
百石川 5.4)

7208.5)1 95 
105.1) 23( 9.6)1 

3900.0)1 50 
I( 8.0) 

11( 4.6)1 

5604.4)1 85 

京五百1
03.4)

38~Iω 

つ
田川】ル』

〉
門
Jろや後

凶
格
動

合
活

学
た

大
い・て

カ

か
ぎ
た

・
な
戸
り
つ

く
や
か

た
、
な

り
が
え

ω

や
た
を
動

つ
る
活

オ

男 男

女 女

軍需の諜H叩 |93 
3809.1)1(20.2) (・ )1 24( 9.6)103.8) 

1附 1〉|165
学 業授 業! …い56(28. d(31.8) 4909.5)107.5) 

クラプ活動!却(118〕|田
9( 4.5)1( 5.4) サークル 4909.5)104.7) 

人生観読書|5kl30〕|93
1( 0.5)1( 0.2) 38(15. d(13. 8) 

遊び跡|叫 5〕11担
3( 1. 5)1( 

2.1) 
3905.5)109.9) 

交友関係|山 3136
1( 0.5)1( 0.2) 18( 7.2)1( 5.3) 

lm6〉|208 その他 |6kl5γ
91(45.7)1(40.

1) 
34(13.6)104.8) 

320 

199 251 

註 1)表題の番号〈①--)は、本文中の衰の項目番号に対応する。

2)表題の肩数字は、 (1)五段階評定、 (2)ー肢選択、 (3)多肢選択、 (4)自由記述、を示す。

3)表内の( )は%。

4)五段階評定における①~⑤は、 「非常に肯定的J--i非常に否定的」を示す。

5) P・教育学部、 L人文学部文学科、 E・人文学部経済学科、 S ・理学部、 A・農学部、 M・医学部。
6)計欄の小枠は上が男子計、下が女子計。計は性、学部別の不明な者も含む。
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手や.大学進学誌的の有無(2) ク.進学図的の内審(4)

P 

ありlr
〈6919.28〉i1( 品n，.，.川F 

135 I 8 I 15 I 18 ! 14 ! 43 ! 121(46.4) i j(お41; 〔Ji〕142iii?ム|職業・資格 69.9 胡 5)1(26.1)1(36.8)1(61.4)11ï臨めI(~日331〉
L (61?7〉14%|51
EIふ|ゐ174 

s IC5~~4)1品川
司斗斗川A Ic臼d〈σd7J6J判i斗1E司誌)1(2ι

161A4l36〉|ム24〉|(((誠lLj(0司( 5:7)f れ 7〉113社会的貢献(3・1)!(o.O)IC 5.4)1( 1.4)!( 0・0)/(5.7)16(3・:DIC3・0)

ト 122l1681(3101L
専攻の勉強 (11・4)1(40.6)1(21.6)1(44.9)1(42・uJ(24.3)126(14・tn/(

11517121124(3125jm(77〉138教義(7.8)1(21・9)1(5・4)1(13.0)1(7・9)1(2.9)1 18(10.1)/( 8.7) 

Ic 3:6)IC 6~3)IC 5~4)IC 7~2)IC 5~3)IC 1¥)1 山 2〉119人生を考えるく 3・6)1(6・3)1(5・4)1(7・2)1(5・3)1( 8( 4・551(4・3)

|4121512|1l1lU2)|15 遊び(2.1)1( 6.3)1(13.5)1( 2.9)1( 2・6)1( ・251(3.4) 

f(2e716z817-1.10〕(〈321671934.90 〉llNmV《 いI(O~O)I( 8~1) IC 4~3)1 ムI(ムヤ0〈 381 吋その他(2.1)1( 0・O)/C8.1)IC 4.3)/( 5.3)1( 2.9)/--:ie2・251(3.2 

1193 1 32- 日9

必81237 1685 

ケ.溜拐の志望大学始 コ.当初忠望の動機一大学-(4)

I p I L I E I s I A I話 l 計

弘前大学 |doits仏 職業・資格

園駐立1閣期校 |(J4£?J8的)I(匂d必必州6d品ム判;払ι利お仏川)1判 i副i長示瓦副?E元司0)副J 
立 2III 1 57! 5 1 11 1 11 1 1 I 15 ! 53(13.0)1 1 翌|ぷ(1叫刈(9418j( C(J 学力

私 立 l〔112い)I(1~ 4)!( ム /~)I( /0)1 読一 豆5哩島在主ま3止竺1i094三一0) 、: 

その他 1(2~~0)1( /1)1ムI(7~ 7)1(叫
計ド56!岨 171卜17 帥

興味・関心

家庭

社大金学的水準の

そ 地 他
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サ.当初の志望学部(4)

要所麗と間乙

哀月号震と関系

異 系

計

ス.当初志認の動機一学部一係}

ま十

学 カ|ωkooji〈3〉
?( 3.9) I 

心! 鉛2以凶〈伐…3
41 (22.9) (29札.8)

能 l 訂川〈札山1
11 (6.2) (11.4) 

!ほ3

興味・興

その

計

ソ.現所属に決めた理由(3)

計

セ.一学科一{必

言十

38 (24.8) I (17.1) 

一

ω(  4川16
6 ( 3.9) I ( 4.0) 

…ぺお9100 (65.4) I (67.6) 

9 ( 5.9) I (11.3) 

245 

153 

シ帯当初恋謹学科(4)

|p I L E I s I A M I 

力 la完紫熱;計巴?57η山〉

.適性 1(んl〈3J?のいふいんじ227〉!〈判 Z21l〈ir4〉
職 業

ゃちたいことができそう

〈333〉lふ

〈ml〈184〉

家が近い
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そ 、、，Jno 
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・
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20 12 
〈33.3)I (11.7) 

14 I 14 I 7i9 (18.2) I 112 
〈23.3)I (孔6)I 33 (12.8) I (抵の

34 I 105 (24.1) I 138 
〈33.0)I 33 (12.8) I (19.9) 

7 I 46 (10.6) I a司

( 6.8) I ...1 r 0 a"¥ I r ~I 
_1  _21 ( 8.6) I ( 9.7) 



B. 人生指針・生き方

タ.⑬考える待関の多小〈総括)(1)

p L E S A 

90 
(13.0) ① i 品〉バI(札lJ品此;r払?九6)バI( ム|い〈JlJ♂ir?9 〉パI( 8~ 
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C.現在の生活への軒舗

ツ.@弘前大学入学への満足感ω

I p I L E s A M 

107 
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① I (♂3) I ( 8:0) I〈J3〉idolふ)I (1~?8〉

φ i 品 iい(4計払O川〉ぺ1-(JdぷAt£?む1)山 〉
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@(〈2ij6〉|〈126)1 ( 5:めいJ74〉l〈J6〉(〈524〉ln:;;|〈史8)

② iいぷ3J♂;r払!弘0)ぺlム 1 (4~♂?包ら叫3む川山〉ぺl
l φ lい〈ぷ2J♂ぷiT己?む4山刈〈A♂配?竹川山lドい〈αli計弘?お%9釣山〉

I@  |〈lf3〉1( 5~9) 1 (1ど0)1 (どの i〈83〉|〈 678〉i3j:;:;;jJjo〉

@ 1 d~8) 1 (川 (6~7)1( 川〈川( 1~0) 1日:;;|(15〉

計 1276 51 75 1126 59 ~03 I-=~=!~::....-_- 的。

ト.①学科(専攻〉への満足感(1)

I p I L 1 E S fA  M 計

13 2 36 11 31 149 
① 0506.4〉(271〕1|(29〉(29.3〉1|(18.6〉〈47.0〉 (23.3) 

②③ 剖 22U(3499.82414.2〉 〈32240.4〉(30.7) 1 (45.8) 1 (38.6) 1 (39.8) 1 (40.7) 1 (21 

〈2622.6〉〈2010.8〉〈2719.1〉〈2216.1〉〈2716.1〉〈1611.7〉 144 
(22.5) 

④ ||(1466.8〉(422) 
16 8 7 7 〈1836事4)(22.9) ( 6.5) (11.9) (10.6) 

12611  
6 4 l 3 41 

(9.5)1(2.1) ( 8.6) ( 3.3) く1.7) ( 4.5) ( 6.4) 

計 48 70 123 59 66 640 

ナ.⑥再受験転学部科志向の弱さ(1)

P L E s A M 計

① 
115 

(3618 .7〉〈2282. 40 〈332G.9〉 51 266 
(41.8) 9) 1 (31.7) (49.5) (38.7) 

① 63 〈2211.4〉 17 〈1294.0〉 10 22 〈21417.4〉(22.9) (22.4) (16.9) (21.4) 

φ!〈14j 7 16 28 〈2012.3〉 20 122 
(14.3) (21.1) (22.2) (19.4) 41 (16.0) (17.7) 

@ |42|〈2F|16 25iJ  879(18ぺ山
一⑤ |17(r8)|125「1(9122|話

(4.1) 1 (6.6) I (7.1) I (3.4) I (1.9) 11 (4.3) 1(5.2) 

49 76 1 126 59 1103 1 ::~ 1 6曲
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ニ.現所属(大学・学部・学科〉への不満の内容(4)

過 去 との 関 連 2 I 1 I 0 I 3 I 0 I 10 I 13 ( 7.6) I 16 
1 ( 1~ 7) I ( 5¥) 1 ( o~ 0) 1 ( 5 ~ 6) I (17〉|(56〉|(00〉|(56〕 (00〉|(333〕|3(2J57〉

度実情 | 2 7 1 5 1 6|221313刈50(291〉|72
(22.7) I (27.8) I (16.7) I (40.7) I (13.0) I (30.0) I 22 (20.4) I (25.7) 

カらの |40|10122117|131 9|75(436〉|U1
レ ルダウン (33.6)I (55.6) I (61.1) I (31.5) I (56.5) I (30.0) I 36 (33.3) I (39.6) 

がにと適って| 6 | 1 1 4 1 4 | o l o |10(58〉| 15 
不切(5.0) I ( 5.6) I (11.1) I ( 7.4) I ( 0.0) I ( 0.0) I 5 ( 4.6) I ( 5.6) 

部(科〉に れ将 33 I 0 I 2 I 3 I 1 I 2 I 11 ( 6.4) I 41 
芸の…に官欝鶴号緊3不主 1 (ω2m ( o o〉」|( 5日同6的)I ( 5日同6的)1 ( 4“ω3の)I ( 6~7) I~鈎ωo(内(匂2幻7.8川8的山〕

そ の 他 1( ~~2) 1 ( 5¥) 1 ( 5~6) 1 ( 9~3) 1 (26~ 1) 1州 13(76〕|お( 9.2) I ( 5.6) I ( 5.6) I ( 9.3) I (26.1) I ( 0.0) I 12 (11.1) I ( 8.9) 

計 18 36 54 23 30 

ヌ.③地域(弘前〉への満足感(1)

P L E s A M 計

① lm| 51 31 9| 713133(7ペ53( 9.5) I ( 9.8) I ( 3.9) I ( 7.1) I (11.7) I ( 2.9) I 20 ( 7.8) I( 7.7) 

② |91117|17137l m | 2 5 | 1 Mぺ207
(33.2) I (33.3) I (22.4) I (29.4) I (33.3) I (24.5) I 90 (35.3) I (30.0) 

③ Id偲 |14129| 日 |22139|…ぺ 262(38.3) I (27.5) I (38.2) I (42.1) I (36.7) I (38.2) I 93 (36.5) I (38.0) 

④ |3 5 | 1 2 1 2 0 | お |6129185(19的|邸
(12.8) I (23.5) I (26.3) I (18..3) I (10.0) I (28.4) I 40 (15.7) I (18.1) 

⑤ 1 ( f2) 1 ( 5~ 9) 1 ( 9:2) 1 ( 3~2) I ( 8~3) 1 ( 5~ 9) I初(4ぺ42(6.2) I (5.9) I (9.2) I (3.2) I (8.3) I (5.9) I 12 (4.7) I (6.1) 

51 76 60 
255 

ネ |大学生活における総括的適応感ω|

I p I L I E S I A I M 

① |171214i81518133(7ペ“( 6.2) I ( 3.9) I ( 5.3) I ( 6.3) I ( 8.3) I ( 7.8) I 11 ( 4.3) I ( 6.4) 

② 118 I 23 I 31 I 48 I 24 I 37 I 167 (38.4) I 281 

③ | 74|16lz| 岨 |17127|一ω| 却5(27.0) I (31.4) I (32.9) I (36.5) 1(28.3) I (26.2) I 71 (27.8) 1(29.7) 

@|  52| 10 | 16 1 20| 131 28|曲(加ペ m
(19.0) I (19.6) I (21.1) I (15.9) I (21.7) I (27.2) I 51 (20.0) I (20.1) 

⑤ |13|o  l o |4|113|13(30〕|21
( 4.7) I ( 0.0) I ( 0.0) I ( 3.2) I ( 1.7) I ( 2.9) I 8 ( 3.1) I ( 3.0) 

計 I274 51 76 60 
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ノ 総括的非適応感の理由(4)

I p I L 1--E I s I A!  M 

2 I 0 i 0 I 2 I 1 ! 0 I 1 ( 1.0) I 5 
っして 1( 2ん00〉|(o山8m63)i(00〉 4(6山3.0)

I311110ioizI2〈lぺ7大学について(4・4)I (10・0)I ( 6・3)I ( 0.0) 1 ( 0・0)I ( 6.5) I 5 ( 8.5) I ( 4.3) 
|1231321217I23〈 川 | 却大学外の理境について

I6011i3111315Hぺ14過去との関連(8.8) I ( 0.0) 1 ( 6.3) -' (13.0) (6.3) I ( 9.7) j 9 (15.3) I ( 8.5) 
I2415|65I41161拍 (410〉|(43〉生活の リ ズ ム (35.3)1 (50.0) I (37.5) (21.7) (25.0) I (51.6) 17 (28.8) 
I10i o i217I412i16〔叫 25一般的不適応感(14.7)I ( 0.0) 1 (12.5) I (30.4) I (25.0) I ( 6.5)' 9 (15.3) I (l5~2) 

1314I4illMペ24その他 I(16~2) I (1ω1 (18~8) I (17:4) I (25:0) I (ω9 (15.3) (1ω 
68 10 31 11~! 1 164 

D.将来の生活の予想・麗望

ハ 教護部生活で最も力を入れたい活動〈自我関与的活動〉ω

科の準ぷ 1(刈ム1( 5~7) 1 ( 3:4) 1 ( 川 〈5jo〉i;;;;;引くih〉

単位瀧級 1(3f5) 1 (刈〈川くん(ぷ〉|〈J7042321〈詑7)

それ自体|ぷ)1ふ)1 (3ð~0) 1ゐ 1(ぷ山!?の ir;;::;ldL〉

/レクラス 1( l~ 1) 1 (川 〈 刈 〈579〉|〈J山九〉!?:;::;;l〈ij9〉

読書人間形成 1(ム 1(16~山;!山r山刈〈20〉 i;;;;;:;;| 〈払
カの獲樽 1( 1~のい川〈 29〉 i 〈 254 〈 13〉 i 〈 9j川日:;;l 〈 33〉
趣味 i〈 川 (4~2) 1 ( 川 〈284〈5?山;?川 2;ji:;;i〈i!7〉

係 i〈;?の 1(判(1昇。 1(1lら〉 i〈25〉|〈20〉i21:;;1〈13?の

他 iド〈刈〈Jムム3め山〉

| 揃 1 4綿817祁o111悶8i 5臼911 ∞ iはは;2;; i 附

交 友 関

そ の

計
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ヒ.@講識の予想、一教養部一詣告さ(1)

P A 

①〈 39.3〉
O 

( 2.0) I ( 1.3) I (ι0) ( 0.0) 

63 7 17 31 ? 
(23.2) (14.0) I (22.4) I (24.8) (11.7) 

113 25 25 48 20 
③ (41. 7) (50.0) I (32.9) I (38.4) (33.3) 

@ 1(2η 6.6) 
17 27 37 27 

(34.0) I (35.5) I (29.6) (45.0) 

14 0 64  
( 5.2) ( 0.0) I ( 7.9) I ( 3.2) 

50 76 I 125 

ブ.窃講義への灘~の予想・ついていける (1)

L E S A 

φi (;??〉 5 9 11 5 19 
(10.0) (11.8) ( 8.9) ( 8.5) (18.6) 

② I (品〉 17 35 56 17 48 
(34.0) (46.1) (45.2) (28.8) (47.1) 

一
1〈31083. 

23 35 23 26 
(30.3) (28.2) (39.0) (25.5) 

8 22 13 9 
(22.2) I (24.0) (10.5) (17.7) 1 (22.0) ( 8.8) 

⑤ I (ムI( O~O) 1 o 1 O 
( 1.3) ( O. 0) I ( 1. 7) ( 0.0) 

針 I270 50 76 124 59 102 
I 253 

59 
( 8.7) 

計

681 

lJ6〉1( 0~O) 1 (ぶ〈2山川(1:0) 1日:;;|〈;?の

② |凶〈οJ♂ぷ2Jfあ:計払札?む%4心山〉

i 舎 |い〈;認蛇弘払:計払払?包弘6的〉バiふ iいいμ同何品♂ぷ品5品dぷ:r払&?お%Oの山〉

|φ|〈;!。〉 1( 8:2)1 (刈(3:2) 1 (川(/0) 1日;;!〈iio〉

i。Idいふ|(o~o) 1 (川〈3?のIdバ日:;;|〈お〉
計 12721491~ 船 1101i:;i684
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ホ.学部移籍後の中接的活動{岳}

霊攻の研究品lm(521〉|309
9 (54.8) (53.1) I 

単 位 卒業 1 5法思♀沼巴A盆L?ilぷL|二(二PJ二2，L、二〉l| l | 

ク ラ プ ー ル 活 動i4; 

書人生観 |13〔3ぺ?O.， I 

7 (3.2) (3.4) 

精神力 15(1ぺ12|
7 (3.2) (2.1) 

び 趣味ペ 7n，¥ I 

交 友 関 係 l6(16〉i11 
5 (2.3) (1.9) 

他 I52(142〉|70
18 (8.3) (12.0) 

出 l竺
マ.卒業後の宏、望進銘(2)

I p i L I E I S A I M I 許

大 学 院 |2111!"|…ペ 164( 7:'!) I (21.6) I (13.3)~3.2) '--_.L-

就 職|制釘 |51 -竹 2(74ぷ

来 定 47 I 13 I 14 I 27 I 17 I 29 I 105 (24.4) I 148 

家 事 家 業|く o?η~叫ん 1 ( o~o) 1 (ふ〈Jo)官同ト士-号l|(6ふU 

言十 l m  l51 I75l 126 回 110
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資料E 第 2回調査集計の主要結果

A.人生指針・生き方

ア.⑬考える時間の多少(総括)(1)

I p I L I E s I A I M I 

|161613  ①(  8.2) I (17.6) I ( 6.0) 
4 I 2 I 7 I 23 ( 8.4) I 38 

(53〕 (49〉|(96〕|15(80〕|(81〉

② 1|50|111151191| 6|13160(22ぺ114(25.5) 1 (32.4) 1 (30.0) 1 (25.3) I (14.6) 1 (17.8) 1 51 (27.1) 1 (24.3) 

③ 35 I 4 I 9 I 18 I 7 I 16 I 60 (22.0) I 89 
(川川(18山。)I ( 川 (219429(154〕|(四

@ 1 d~l) 1 (20
7
6) 1 ロ |28|19121188(3221 邸(32.1) 1 (20.6) I (34.0) I (37.3) I (46.3) I (28.8) I 63 (33.5) I (33.0) 

⑤ |32161616|7|16I42(154〉|73
(16.3) 1 (17.6) 1 (12.0) I ( 8.0) 1 (17.1) I (21.9) 1 30 (16.0) I (15.6) 

34 50 75 41 73 

イ.⑮確立感(1)

L E S A M 計

① 1 ( ~:7) 1 (J4~7) 1 (J2~0) 1 ( 4~1) 1 ( /9) 1 ( 9:7) 1幻 (100〕|42(9.7) 1 (14.7) 1 (12.0) I (4.1) I (4.9) I (9.7) I 15 (8.0) I (9.0) 

② |211  51  4|  7 11  8I27仰の|岨
(10.8) 1 (14.7) 1 ( 8.0) 1 ( 9.6) I ( 2.4) I (11.1) 1 18 ( 9.6) I ( 9.9) 

③ | 5319113126110| お |79(Mlm
(27.2) 1 (26.5) 1 (26.0) I (35.6) 1 (24.4) I (34.7) I 54 (28.9) I (29.2) 

④ |4116|17122115|14165(241〕lm
(21.0) 1 (17.6) I (34.0) 1 (30.1) 1 (36.6) 1 (19.4) I 48 (25.7) I (24.7) 

⑤ |6119|10|15|13|18lmぺm
(31.3) 1 (26.5) 1 (20.0) 1 (20.5)，1 (31.7) 1 (25.0) I 52 (27.8) I (27.1) 

50 73 41 72 

B.現在までの生活の評価

ウ.③弘前大学入学への満足感(1)

P L E S A M 計

① |ト(α♂ぷゐ判l♂品ム判ま忍払利8的バ)1い(什J必8Jふふ3九弘叫8的〉 812135(山〕 |53
(19.5) 1 (16.4) 1 17 ( 9.1) 1 (11.3) 

② |91|17126| 幻|ロ |21|118(叫 la回
(46.4) 1 (50.0) 1 (54.2) 1 (49.3) 1 (41.5) I (28.8) I 87 (46.5) I (44.8) 

③ |56| 11| 10| お|11120| 田町 |m
(28.6) 1 (32.4) 1 (20.8) 1 (30.7) 1 (26.8) 1 (27.4) I 60 (32.1) 1 (28.1) 

④ |19131611014117I38(140〕|59
( 9.7) I ( 8.8) 1 (12.5) 1 (13.3) I ( 9.8) I (23.3) I 20 (10.7) I (12.6) 

⑤ 15| 。|3|3|113|12(4ペ15
( 2.6) 1 ( 0.0) 1 ( 6.3) 1 ( 4.0) 1 ( 2.4) 1 ( 4.1) I 3 ( 1.6) I ( 3.2) 

34 48 75 41 73 
187 
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エ.④学部への繍足感。}

(F L l E 1s l A lM  l 計
① 26 I 6 I 1 I 12 I 5 I 31 I 58 (21.3 
1 5〉 22(118?日J

② |82 231311U1191 幻l-川副
③ |5631  141 ぉ 112l10l 日(お 2〉llm

(28.7) I ( 8.8) I (28.6) 1 (33.3) I (30.0) ， (13.7) I 55 (29.4) I (25.8) 

|④ |27i11111  3141M(5川幻

( 2.1) I ( 2.9) I ( 4.1) I ( 0.0) I ( 2.5) I ( 1.4) 

計 l-__  34 l~9_1 75 1 40 1 73 1 ~~~ 1竺

コナ.⑤学科〈専攻〉への溝足感(1)

ll P I L l E l s |i A j l M l 
G 2952138 2760(23.0  (川 (16~1) 1 ( 4れ

|69119128131(14121|…5) 
② (35・9)I (61.3) I (57・1)I (43・1)I (35.0) I (32・8)I 65 (35・7")1 (40・6)

③ 156151  151 ぉ 112181W20ペm(29.2) I (16.1) I (30β 

2311;(2ム2 |213I5l7122(8め 1415む(12.0)I ( 3.2) I ( 4. 1) I ( 4・2)I (12・5)I (10.9) ¥ 19 (10.4) 1 ( 9・2)

⑤ l1512|ol11  1 111(4ペ20( 7.8) I (3.2) I ( 4.1) I ( 0.0) I ( 2.5) I ( 1.6) 

~1192 1 31 1岨同 I40Hlz M 
カ.⑤蒋受験・転学部科志向の拐さ(1)

lpll L E i l s i A M| 計

18117UU ぉ… 7)I 1回
① 〈41.3〉 (5017.0) (314〕 (36固め 1| (31 7〕1| 〈46.5〉1| 80 (42.6〕[1 ω.4) 

50 I 6 1 14 I 16 I 12 I 18 1 65 (24.2) I 116 ②山川 1(2l~3) 1十4)1胡 (261〕l

③ Eじ11?の| 4 1 1 0 121710lI55(Z04〉|91(11.8) ¥ (20.8) I (28.0) 1 (17.1) I (14.1) I 34 (18.1) 1 (19.6) 

l751916|936ωl 弱

③ 6 2 I 3 I 1 I 9(3・3)I 14 
1 ( 3川(4山 (73〕 (14〉15〈27)j

計 lm|3448175 1 4 1 7 1 1 2
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キ.現所属への不満の内容(4)

大学の実構ー制禦に不満

き話拐志望からのレベル・ダ
ウン

学部〈耕〉不適応

個人的非光爽感

P 

15 
(23.8) 

25 

I (川〈川〈川(/3) I (川〈川 o( 0.0)引;:引;リI(ム
iい〈;r州?5%川η川山〉ぺ;い〈日Jム?8〉ぺI( 8Jムふ刈?おお川O母川〉ぺIdふふ川7η〉ぺIdゐ刈9)ぺ!い〈μ4f川?
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ケ.@購義への漉応感〈学力一ついていける)(1)

P LIE SIA MI 計!
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コ.@諜義への出窓度(1)

計
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ス.@下福・繋生活における適応感(1)

サ.@教1さとの交流度(1)

計
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シ.@サークノレ・クラブへの関与度部

計
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1123市:
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計

交友 鰐

その

計

タ.@大学生活全体での生きがい・充実感(1)

ソ.最も重要な対人関集・生活
領域〈中核的畠我領域〉泌

i 計

クラス 147(19.1)1 73 
学科 125(15.0)1(17.5) 
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③ 

φ 

計
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チ. 1総括的適応感ωl

φ
 
① 

己診

φ 

⑤ 

計
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テ，非遥応感の理由偽

P L IEi s 説 言十

大学外の環境について 13 3 2 

大学の諸魚件について 9 1 7 

学業 tこ ザコ 30 9 可7 I 
生活リズム 時聞につして| 37 10 12 7 

22 2 5 4 5 

いて
4 1 1 

委学 趨 応 群 10 16 23 13 
77 152 
74 

人総括的瀧誌のための方法〈中間群・非適応群における)(4)

P L E S A M 計 l
18 I 2 I 4 I 4 I 0 I 1 I 12 (10.7) Identity の 形 成

( 附 ( 叩 〈αω附附2お 即26.7)引問7η巾〉

生活態度の改善 1631e  8(170〉1|366.6〉

考える時鵠を作 る 。!2315(45〉|19

13 I 0 I 2 I 0 I 1 I 3 I 7 ( 6.3) I 19 

も が 向き
commitmentの増大方

21219518MI〕|31
(11.2) I (12.5) I (13.3) I (27.3) I ( 5.6) I (17.9) (14.3) 

も 1ぅ: き 1lo  l|114(3〉
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112113(11ペm
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(00〉 (214〉 9(88|(111〉し、

そ の |1212214  32 
強 (11.2)I (12.5) I (13.3) I (12. (38.9) I (17.9) 
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C.将来む生活の予想・展望

ナ.今後の教養部生活で最もカを入れたい活動〈蔀我関与的活動)(4)

ぷ.学部移籍後拡最も
力を入れたい活動(4)

将来の準 錆

出罵
単位取得・進級

学業それ岳体

読書・人間形成

クラブ
サークノレ活動

交 友関係

そ の他

言十

計 計

…ぺ 2回121 (81.8) (72.5) 

13 ( 6.2) I 16 
3 (2.0) (4.4) 

5 ( 2針10
( 2.8) 

5 C 2込DリI ， .6 

29地 140
11 ( 7.4) I (11.0) 

ヨトーI3閃

ヌ.今後の全体的適応の予想(教養部院ついて)(1)

ほj;ム;|| 計
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ネ.卒後進路鵠

P s A M 

大 AサMー5 

就 議

家 事 家 業

米 定

言十
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資料盟.第 3臨調査集計の主要結集 (5はl名のみなので枠はとらず計に算入する〉

A 人生指針・生き方

ア.@考える時間の多少〈総括)(1)

① |ιLj(lLL1;5〕
11 I 31 (18.6) I 57 

(208〕 26(158〉|(附

②|曲 llol10 15113I36(216〉 107 
(35.4) I (31.3) 1 (23.8) ， (19.2) I (24.5) 66 (40.0) (30.9) 

③ 14617112131ml  c(鉛1) 88 
(24.0) I (21.9) 1(28.6) I (11.5) 1 (37.7) 36 (21.8) (25.4) 
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⑤ "'---_---'--(_1/5) 1_(_16_: 7_)~_---l __  -.!. 町 1621(11.5) 1 (12.5) I (16.7) I (26.9) I ( 9.4) I 15 ( 9.1) I (13.0) 

計 1192 1 32 1 42 1 26 1 日 |:z

イ.⑬確立感(1)

l PIL E l Ai Mi 計

① 1612434H〈84)29
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(22.9) I (22.6) I (31.0) I (50.0) I (24.5)! 31 (18.8) I (26.1) 

31 42l--=:J 53 
165 

B.現議までの生活φ評櫨

ウ‘@弘前大学への満足感(1)
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②ト4fs〉
8lm163W71148 
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32 42 26 53 

-200-



ユ学部への満足感(1)

PL-IE1AIM| 
叶引〈J8釣山〉
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6_L 5臼3リJ=i;;i346

オ学科〈専攻〉への満足感(1)
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φ33  I 7 I 5 I 7 I 6 I 23 (13.8) I 58 

|山1川ω十十9め1十十)1↑十l卜「(α1叫十 3お飢ω叩…3引叩巾…(αωω2却制山0川0

④ |2515512?4〉!26(156〉1f4〉
(13.0) I (15田6)I (11.9) I ( 7.7) I ( 9.4) I 16 ( 9.7) I (1 

⑤¥  ( 1~6) 1 ( o?o) 1 ( o?の|01113〔18〕 4( 1.6) I ( 0.0) I ( 0.0) I ( 0.0) I ( 1.9) I 1 ( 0.6) I ( 1.2) 
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キ.現所襲への不満の内容体)

大学の に不満 11 I 3 I 2 I 4 I 11 I 20 (37.7) I . 31 者重 (M  l(500〕倒的lM心 |(334〕
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コ。講義への出府度(1)
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ソ. 1年間の自我関与的活動組

|PIL l E AlM 
3 I 0 I 2 I 0 I 0 I 3 ( 1. 9) I 5 
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